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1986年 までの3年 間の手術症例について
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1974年 近畿大学に医学部が創設され,1975年5月 に

は医学部附属病院が開設された.

泌尿器科 も当初 より活動を行ってお り,そ の実態は

臨床統計としてすでに報告を重ねてきた1-3).今 回は

前報に引き続いて1984年1月 から1986年12月 の3年 間

の当科での手術症例の臨床概要をまとめたので報告 し

たい.

Tablel.1984年 か ら3年 間 の外 来 患 者 数

総数 泌尿器科患者数(新患数)

1984年

1985年

1986年

457,21220,942(2,221)(4.6%)

484,53720,307(2,073)(4.2%)

518,18121,758(2,130)(4.2%)

Table2. 1984年 か ら3年 間の入院患者実数

(女性患者数)

患者動態について 総数 泌尿器科患者数

泌尿器科外来患者は創設以来順調に増加 し続け1983

年には年間新患,再 診患者あわせて2万 人を越えるま

でに至った.と ころが1984年 か らの3年 間ではほとん

ど増加の傾向がなくむしろ1985年 にいたっては前年よ

り減少をみとめている(TableI).病 院全体の外来患

老数はこの間も依然として増加しており,社 会的要因

1984年

1985年

1986年

9,443(4874)583(150)(6.2%)

10,153(5185)595(158)(5.7%)

五〇,507(5969)682(184)(6.5%)

として大学周辺のニュータウンの住宅整備がより進展

し,住 民の増加に伴って行政規画 も町から市へ格上げ

され交通事情の改善 もある.そ のうえ病院自体の評価
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Table3.入 院患者における泌尿器科疾患の年次別頻度

1984年 (数) 1985年 (数) 1986年 (数)

1前 立腺肥大症

2膀 胱腫瘍

3尿 管結石

4停 留皐丸

5腎 結石

6勝 胱尿管逆流

7尿 道狭窄

8神 経因性膀胱

9前 立腺癌

10膀 胱頸部硬化症

75

52

43

37

34

33

20

19

16

15

前立腺肥大症

尿管結石

膀胱腫瘍

腎結石

停留皐丸

前立腺癌

勝胱尿管逆流

尿道狭窄

腎癌

陰嚢水瞳

67

60

54

50

38

31

27

15

14

14

尿管結石76

前立腺肥大症73

勝胱腫瘍55

腎結石50

停留皐丸27

前立腺癌26

腎癌26

勝胱尿管逆流23

慢性腎不全18

陰嚢水腫16

に従 って求心的な作用も働いたことを示している.ひ

とり泌尿器科のみ逆行 している よ うにみうけられる

が,こ の時期に周辺の関連病院の泌尿器科が名実とも

により充実されている成果を表わしたものと解 してい

る.泌 尿器科の外来数は全体の4%強 である状況はお

よそ変 りはない.泌 尿器科の入院患者に関しては1981

年か らすでに減少の兆しがあ り1984年 まで一途に減少

Table5.年 齢別手術患者

1984 1985 1986

Table4,1984年 か ら3年 間 の手 術 件 数

泌尿器科手術 手術総数

1984年500(531)零5,000(4,509)噛 ゆ

1985年540(561).5、399(4,685)韓

1986年548(618)零5,680(5,018)08

年齢 男 女 計 男 女 計 男 女 計

0-9

10-19

20-29

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

80-89

go一

551873

24630

21526

22830

501464

611576

682391

651580

27330

531467

24630

29938

381957

472673

531669

691685

672895

21324

11

50858

181230

141933

441054

441559

673097

632487

9314107

19221

22

()O小 手術等を含む

()韓 総入院患者の手術件数

合計393107500402138540414134548

3年 間総数

200 100 年齢

年平均

100 200

Fig.L3年 間総手術件数 と年間平均件数(男 女別)
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Tabie6

operationsonkidney 1984 1985 1986

55 男 女 計 男 女 計 男 女 計

駐ephrolithotomy

nephrostomy

percutaneousnephrolithotripsy

percutaneousnep㎞ ●ostomy

pyelolithoto血y

pyelotomy

renalcyst㏄tomy

partialnephrectomy

heminephrectomy

biopsyσfkidney

nephrectomy

a韮lograft㏄tomy

totalnephroureter㏄tomy

kidneyallotransplantation(L)

kidneyallotra鵬Plantation(C)

pyelOPlasty

sutureofr吟nalparenchyma

pyeloureterostomy

Percutaneousendoscopic

pyelOPlasty

others

4

1

10

4833

121111

111682694643597

2222

14317

1

2

2

11

5

4

1

8

1

10

1

4

2

2

1

1

2

2

21

1

9

6

1

10

1

2

14

5

1

6

2

3

11

3

2

4

4

1

5

1

2

1

3

2

6

18

1

10

1

7

4

4

11

11

11

6

16

1

6

2

1

1

1

111

12

6

3

4

2

6

28

1

12

5

5

3

1

1

1112

合 計 6429931055315810366!67

し1985年 よ り反転して再び増加傾向に転 じ1986年 にい

た りようや く1981年 の レベルに復帰した.病 院全体で

はこの間も総数は微増を認め,外 来患者での傾向の反

映が認められるところで,や はり関連病院の影響であ

ろうか(Table2).

1985年4月 までのわが病院の総病床数は約900床 で

あ り1985年5月 から約100床 の増床が許可され,お 陰で

久しく定床42で あった当科 も一挙に62床 へと増床とな

り,そ の効果が朗面に表われたのであろう.入 院症例

の性別,年 齢別分布の泌尿器科的特徴はまず圧倒的に

男性患者が多く,ま た年齢のピークの1つ が10歳 以下

に認められる点である.10,20歳 代 の患者は極端に少な

く30歳代か ら70歳代まで漸増する傾向がある。病院総

入院患者に占める泌尿器疾患患者は6%前 後であるが

このような状態は前回報告 とほとんど差異はなく詳細

は割愛する.入 院患者でみた年齢別高頻度疾患の分布

における泌尿器科疾患の状況は10歳 以下では停留睾丸

が挙げられ10代,20代 では泌尿器科疾患は リス トアッ

プされない,30代,40代 では尿管結石による入院頻度

が高く,前 立腺肥大症での入院は60代,70代 で上位に

ランクされる疾患に入っており,教 科書的に推察する

通 り当然の結果であろう.膀 胱腫瘍は70代,80代 では

高頻度にみられる疾患になり,前 立腺癌と並んで悪性

腫瘍の中でも年齢的に偏っている.こ の3年 間での入

院疾患別頻度を表示する(Table3).尿 管結石,前 立

腺肥大症,膀 胱腫蕩,腎 結石,停 留睾丸,前 立腺癌,

膀胱尿管逆流などは著しい変動なく一貫 して常時みら

れる重要な疾患であることが分る.経 年的な変遷は腎

癌の増加にみられ,診 断による偶発癌一incidcntal

tumorの 発見が多いためと解 している4).ま た近年

の内視泌尿器科手術一endourology一 の 発展により

尿路結石の治療の改革の始動の期間にあたっていたが

尿路結石症の実数には未だ影響が表われていない.

Table7.腎 摘 除術 の 内 容

腎癌

腎移植 ・腎提供

固有腎摘除

水腎症

腎結石

腎性高血圧

膿腎症

腎結核

その他

計

28

12

6

6

5

2

3

2

3

67

(2)o(2)..

(1)鱒.

i=.難 違無 炎
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Table8

1989年

operattonsonureter 1984 1985 1986

56 男 女 謙 男 女 計 男 女 計

transu『ethraldiSintegration

ofca且culi

ureteralmeatotomy

TUR・ureter㏄ele

U「eterotomy

intubatedu「eterotomy

ureterolithotomy

indwellingofureteralstent

orT・tube

ureterectomy

UreterOUreterOStOmy

ilealconduit

ileocecalcondUit

coloncondUit

odhers

ureter㏄utaneostomy

U「e㎏ 「One㏄yStOStOmy

ureterolysis

ureteraldilatationby

ballooni㎎orothermaneuver

ureteroscopy

others

Gregoir,soperation

2

31

1

6

11

13

11

1142

2

3

1

8

14

22

11

132336

213

1 1

111021

2

、1

1

4

11

1

1

9

1

4

1

3

6

1

6

1

1

1

7

17

1

1

2534

11

1 1

201332

1

1

5

1

5

15

8

1

1

1

1

3

3

9

1

1

1

1

1

5

1

1

8

18

17

2

1

1

合 計 6745112415283 583290

operationsonscrotUmandtunicavaginalis 1984 1985 1986

61 男 女 計 男 女 計 男 女 計

hydrocelectomy

Winkelmann'soperation

5 5 13

2

13

2

8

2

8

2

合 計 5 5 15 15 10 10

operationsontestis 1984 1985 1986

62 男 女 計 男 女 計 男 女 計

testicuヒ 」rbiOP6y

un迅atera韮orchlgctOmy

highordhiectomy

epididymo・orchi㏄tomy

bi基ateralorchiectomy

castration

subcapsularcastration

orchiopexy

4

3

12

2

9

34

4

3

12

2

9

34

1

6

9

1

2

1

9

33

1

6

9

1

2

1

9

33

2

4

9

1

1

10

28

2

4

9

1

1

10

28

合 計 64 64 62 62 55 55

operationsonspermaticcord

epldldyrnisandva8deffe「ens 1984 1985 1986

63
「

男 女 計 男 女 計 男 女 計

varic㏄e1㏄tomy」

ligationofspermaticveins

hydr㏄electomy

spermatocelectomy

epididym㏄tomy

vasectomy

VaSOVaSOStOmy

1

2

1

6

2

1

2

1

6

2

3

3

1

2

3

3

1

2

3

2

3

1

1

1

3

2

3

1

1

1

合 計 12 12 9 9 11 11
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operationsonpenis 1984 1985 1986

64 男 女 計 男 女 計 男 女 計

dorsalslitofprepuce

amputationofPenis

chordeectomy

urethroplasty

sutureofrupturedtunica

albuginea

1

3

1

1

1

3

1

1

1

3

1

3

1

1

2

1

1

1

2

1

合 計 6 6 4 4 6 6

otheroperations 1984 1985 1986

067 男 女 計 男 女 計 男 女 計

parathyroidectomy

operationofadrenals

partialadrena童ectomy

cystostomy

regionallymphnodeexcision

repairofintestinalstoma

repairofotherherniaof

anteriorabdominalwa1且

exploratorylaparotomy

otherrepairofabdominal

wall

otheroperationsonmale

genitalorgans

3

1

1

1

710

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

3

2

1

1

4

2

3

1

2

1

1

2

1

1

2

2

5

1

7

1

7

2

7

1

3

2

合 計 6 915 7 714 81422

手術統計について

近大病院での医学資料の整理には疾病分類をICD一

9(intcrnationalclassificationofdiscases-9)に の

っ と っ て 処 理 さ れ,手 術 分 類 もICPM(intcrna-

tionalclassificationofprocedureSinmedicine)に

Table9

operationsonb㎏dder 1984 1985 1986

57 男 女 計 男 女 計 男 女 計

cysto駈thσtripsy

others

cys紋)1ithotomy

cystostomy

TUR・Bt

TU-biopsy

TUC

TUR-Bn

Turner・Wam暖ck'soperation

b蓋adderdiverticUlectomy

partialcyStectomy

tOta蓋CySteCtOmy

pelvicexenteration

others

童leocecoCyStOplaSty

othercystOPlasty

vesicalfist巳 』edlomy

others

6 3

3

4

185

51

9

1

14

1

2

9

3

4

23

6

9

1

519

12

1 3

8

1

1 9

1

22

17724

213

7

1

310

1

22

15520

224

1 1

5

2

23

2

1

6

1

1

1

14

1

1

1

1

2

2

2

1

3

1

7

2

25

4

1

7

1

1

1

17

1

1

1

1

1

合計 601979 572077 601070
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順 じているのは前報と同じで,多 少細 目には修正をほ

どこしている3)全 手術数は3年 間を通じて年間5,000

例を越えて施行されている(Tablc4).泌 尿器科手術

も年間500例 を越えて実施されているが,対 象とした

手術症例は中央手術部にて入院患者に施行させてたも

ので外来の小手術(精 管結紮術や包皮環状切除術)や

内シャント造設は含まれていない.ま た入院患者でも

術後の創移開に対する再縫合や緊急止血術なども除外

したのは今までと同じである.前 報に続いて死体腎移

植における腎提供の手術(?)は 除外 した.膀 胱全摘

除術に伴 う尿路変更術は独立した手術として別個に処

理 した.泌 尿器科手術件数がおよそ年間500件 で入院

患老が約580例 であったことは入院患者の80%な い し

90%は 手術 を受けたことになる.年 間手術総件数は

5,000件 強にのぼ り泌尿器科手術が約10%強 に施行さ

れ,通 年この程度の比率を保っている.手 術患者の年

齢,性 別分布は外来の それとはかな り相異 があ り老

人,子 供が相手という泌尿器科的特性を物語 っている

(Table5,Fig.1).

腎の手術(Table6)で は極めて特徴的な推移が顕

示された.腎 切石術,腎 孟切石術は先のシリーズでは

年間それぞれ約10例 は下 らない件数であったが,腎 切

石術はこの3年 間でわずか11件,し か も1986年 に至っ

ては皆無となった.腎 孟切石術も1984年 に17件 施行 し

て以来ついに手術 リス トから消滅 した.こ れに対 して

内視泌尿器科手術(endourology)で ある経皮的腎砕

石術(percutaneousnephrolithotripsy,PNL)は 積

極的に導入され5)端 緒となった1984年 こそ11例 とわず

かで観血手術 と共存 していたが,ig85年tcは 完全に観

血手術を追放しさらに隆盛を誇 り1987年 へ と発展 し

てきている.た だし1986年 後半 より体外衝撃波装置が

実用化されたので6),1987年 以降の結石症の統計には

Table10

ope『ationsonurethra 1984 1985 1986

58 男 女 計 男 女 計 男 女 計

extemalure廿rrotomy

otlers

urethra1㎜ ∋atoto鵬y

urethraldiverticUlectomy

end・toendanastomosisof

urethra

catheter珍ationforurethraI

rupture

血ternalurethrotomy

uretユ罰ralbOqgie

carunclectomy

TUs曲cterotomy

others

1

1

1

1

121

5

1

1

111

11

1

12

1

21

1314149

5

133

11

1

11

1

9

.1・・1

5tt5

123

合 計 212231842212921

otheroperations㎝ur㎞arytract 1984 1985 1986

59 男 女 計 男 女 計 男 女 計

drainage

exchionoftumor

eXC三S三〇noftumor

fagcialataslingope「ation

Ma曲a皿 ・Marchetti

・Krantzoperation

113

2

1

11

11

1 411

2112

1

合 計 336171'23

oPerationsonprostateandseminalvesicles 1984 1985 1986

60 男 女 計 男 女 計 男 女 計

TUR・P

retropubiCprostatectomy

cryOlnrostatectorny

transrectalbiopsyofprostate

67

19

1

6759

1920

1

5968

202i

1

68

21

1

合 計 87 8779 79、90 90
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この間の変遷の影響が色濃 く反映されるものと推察し

ているがこの3年 間では相対的に著変を認めない.腎

摘除術の内容を表示するがすでに変容は進んでお り生

体腎移植術の腎提供手術が大きな比率を占めている.

ただ し死体腎提供手術は除外されている(Table7).

前 シリーズから腎結核はほぼ消滅 して皆無に等しく,

腎癌の根治術の増加が 目立ち始めている.腎 嚢胞切除

は先の報告ではかなりの数の施行があったが今回はほ

んどなく,無 水アルコールや ミノマイシン⑫の注入治

療など改良された保存的治療が奏効 していることを示

している.CTや 超音波に よるスクリーニソグによっ

て腎嚢胞の検出率は非常に高まったが,透 析患者の腎

嚢胞の悪性化などに遭遇 し,再 評価にせまられること

でもある6)。

尿管の手術(Table8)で もendourologyの 波及

は顕著であ り,1984年 に年間第1位 であった尿管切石

術は,1985年 以降は文字通 り数えるほどしかなく,し

かもすべていわゆる内視鏡操作の不成功例に二次的に

施行されたものに限られた.し たがって遂年的に経尿

道もしくは経皮的尿管採(砕)石 術(TUL,PUL)

が主流となっているのは腎結石と同じ傾向にある.膀

胱尿管新吻合術は逆流症を対象として施行されたもの

で,ほ とんどは,Politano・Leadbetter法 で一部続発

性逆流症に対 してCohcn法 な どを施行している.

尿路変更術は膀胱腫瘍の根治術に随伴する場合は原

則として回盲部の導管を作成しているがMainz方 式

の非失禁型ではない.回 腸導管の作成も少なからず行

ったが,原 則的には悪性腫瘍症例を含めて尿路変更の

みを目的とした対象に限定 したものである,

膀 胱の手術(Table9)で 膀胱腫瘍に対する手術で

膀胱保存を行 う内視鏡手術は71例,年 平均24例 と経年

的には変動がない.根 治性をめざした全摘除術も56

例,年 平均約18例 にのぼ り積極的に取 りくんでいる.

膀胱形成術は萎縮膀胱,痙 性膀胱に対して腸管を利用

した拡大術,低 圧化をはかったものである8)対 象と

なる尿路結核が激減 しているのでむしろ神経因性膀胱

の尿路管理に適用される方向にある.尿 道,性 器の手

術やその他の手術(TablclO)で 前立腺肥大症の手術

は内視鏡手術(TUR-P)が 圧倒的に主体であること

は変 りがなく観血手術(TURで も出血するが)の3

～4倍 は施行した.前 立腺癌は何故か手術適応となる

stageの 症例に恵まれず,ほ とんど潜在性か進行性の

症例のため,化 学内分泌療法,:除 睾術など治療方針は

かなり消極的であるといわざるを得ない9),前 報でも

触れたが内分泌外科 としての副甲状腺摘除術はかなり

の数に昇っているが副腎の外科や腎血管外科はまこと
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TableII.主 な手 術 名 と件 数(3年 間 の合 計数)

(1)経 皮的腎砕 石術

(2)経 尿道 的前 立線(電 気)切 除術

(3)畢 丸固定術

(4)膀 胱尿 管新 吻合術

(5)経 尿道 的膀 胱腫瘍(電 気)切 除術

(6)腎 摘 除術

(7)恥 骨後 式前立線摘除術

(8)膀 胱全摘除術

(9)経 尿道的 尿管砕石術

(10)尿 管切 石術

(11)回 盲部導 管造設術

(12}内 尿道切 開術

(13)腎 尿管全摘 除術

(14)高 位除畢術

(15)被 膜下除畢術

(16)経 尿道 的勝胱頸部(電 気)切 除術

(17)膀 胱砕石術

(18)腎 移植術(生 体 及び死体)

(19)回 腸導管造設術

(20)副 甲状 腺摘 除術

202例(一)

194例(1)

95例(4)

87例(3)

72例(5)

67例(6)

60例(7)

56例(12)

53例(一)

53例(2)

49例(14)

36例(16)

31例(一)

30例(8)

28例(15)

26例(9)

25例(19)

25例(一)

23例(18)

21例(一)

(}は 前報3で のランキングを示す

にあわれな状態で診断能力に帰納するものと自省もし

きりであるし切歯掘腕の心境でもある1。).終りに今シ

リーズでのおもな手術件数を紹介する(Table11).

先年の1975年 ～1983年 の ランキ ングを参考までに付記

したが,今 回はPNL,TULが 上位にランクされる

結果は当然の成 り行きである.死 体腎移植を含めた腎

移植術や原発性以外の透析例における副甲状腺摘除術

の浮上は腎不全対策の現象であろう.半 面ランキング

よりはずれたおもな手術は前述のごとく腎切石術,腎

孟切石術の激減や腎痕術が超音波ガイ ド下の穿刺術に

交替した(手 術でなくなった).こ の状況は外科を修

練したものにとって一抹のさびしさを隠しきれない,

結 語

1984年1月 から1986年12月 までの近畿大学病院にお

ける泌尿器科手術の概要を前報 と一部比較しながら報

告した.

上記期間の在籍者を併記する.

金子茂男,佐 々木正人,若 林 昭,大 橋健児(旭 川

医大),永 井信夫,江 左篤宣,石 川泰章(神 原病院),
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